
藤原宮跡・藤原京跡の発掘調査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1 99 1年!交はTi~ Jjíl':fI・跡内で] 2件， 3;(跡、で 8 件の発抑制査を行った (1 D!':!-'i.'i参HH)。これらのう

ち.京の三1'"・数近くは住宅建設等にwう小規模な制査なので¥I;IJ愛し，主裂な市I査にしぼって報告
する。なお，宮東方官!nr:l!!!区の第67次制査は本年度にIJfJ始したが.制査の主体は]992年度に持

ち越したため，報告は次年報に送る。

1.藤原宮跡

西方官街地区の調査 第66-2・3・4次市l査は，恒!京市純手|町において相次u、で行った，住宅新

築および駐車場造成に伴う事前調査である。捌査地は限剛池の阿方. j)!i方官街地区北音1¥にあた

るが，後l止のi'jlJ平が訴しく ，符跡|人!としては':2;JVJのilit/ltが比較的希薄なところである。捌査の

結果，藤原宮JUJのJnWtはまったく検/l¥できなかったが. 14世紀頃のものと思われる二重の:D;i涼

を巡らせた正方形の区間が明らかになった。かつて第27-6次調査で阿北|判音1¥.また第63-2次

訓査で南辺の一昔1¥を検1'1¥していた泌による区間の. j)可Ftj lll~ と南辺中央部を今回追加確認し，全

体の規肢を想定できるようになったのである。すなわち第66-4次部l査区で二:!fr:の泌の刊向附を

確認 ì家|付 区間のfY:j北長は約65 111 . 第66-3次別査区で十~~ :B した内 i家鞍古1\ を中 ilQh線として東に折

り返すと東西も約65 m となる。 外泌で、 IJ~ まれた区~hiの外寸は76m . 内・外涼111]の幅は平均4 . 2m 。

この設問地に土星あるいは築地のような施設があったか有かは定かでなし、。n1ijj哀の埋土から]4

世紀を主体に計千]3世紀代のものをittえた土持が11'，土した。区画が正方形でm泌が二重に巡る
と こ ろは，通常の中世JJ;ìi家集落のあり方とは様相を異にし， 土去J~イ，の居館のよ うな施設を想定

すべきであろうが，内部の実態が未だ不明なので判断はJ2える。

藤原p;跡 !;tì66-3 ・ 4 次湖1i'J~i%{区iillifbi lJj(1立!
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第68次調査は桜!京市四分1111'で実施した，市営団地立て替えに伴う事前調査である。訓査地は

西方官街地区南部にあたり，弥生時代の集落遺跡である四分遺跡が広がるところでもある。調

査は東区 ・凶区に分けて行ったが，まとめて報告する。

上層遺構には掘立柱建物 ・塀， ~ I・戸，土坑， NI;・などがあり，これらは古出時代・ 7也-紀前半代 ・

7世紀後半一藤原宮JUJに分けられる。古墳時代に属する
S07.制)6

e‘ 
。
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藤原宮跡第68次fV!J査泣椛凶 (1: 600) 内では水凹のj也椛は確認できなかった。

のは井戸 SE7355・SE7360・SE7430と斜行する大i1lj:

SD7400など。井戸はいずれも素掘りで，古境時代後期l

Xl幽の土器が出土した。椛SD7400は幅5.5111以上，深さ1.81110 

中央音15には，流れに沿って机の天板を転用した板材や杭

による木組の施設が設けられている。イ材j'(土上!刊から 5

世紀後半一6世・紀の，下回から4世紀末-5世紀初頭の

土器が出土した。 7世紀前半代の遺構には掘立柱建物

S87380がある。桁行4削(柱1.8111)，梁IIIJ2 IIIJ (1.9 m ) 

で，北で西に45J.立振れる。この振れは椛 SD7400や東隣

接地の第59次調査で検出した弥生時代後Wlの水団遺構の

方位と一致し，地形に制約された土地利用が長期間続い

たことを示している。7世紀後半から藤原宮則にかけて

の逃俄には捌立柱建物4棟 ・塀2条，井戸1基， ニヒ坑多

ー醐 数のほか，一辺0.6m前後の柱穴があるが建物としては

まとまらない。建物S87375とS87385は西側柱筋を揃え

て建つ南北械で，柱問寸法は2.1mと1.4mのそれぞれ等

11¥]。南北に東西J}1(:SA7365・7395を伴う。S87405はそれ

らの西北方にある総柱建物で，南北211¥1(柱間2.0m)，

東西111日以上 (2.4m)の規模である。井戸SE7431は，

抜取穴から出土した井戸枠から，本来は横板継lの井戸と

みられる。掘形は上幅で一辺約 3m，深さ1.7m， 2段

に掘り込まれており，底部から藤原宮JYlの土日ili総体・誕

や須!iE器平瓶などがまとまって1.1:¥土した。

東西に長くあけt:下院i)刊の調査区において，緑灰色

ー叩粘土(地LlI)而で多数の柱穴・土坑・椛を検Inした。

いずれも弥生時代中期lに属する。中には直径が30cmを

超えるヤマグワやケヤキの柱恨を践す柱穴もあるが，

建物としてはまとまらなし、。なお，今回訓査区の範凶

の，“



西面・南面大垣の調査 抗原市制手ur[における第66-1]次

訴l査は住宅新築. 1示HI~抑 ur[の第66-9次訴!査は下水道埋設T

事にwう事I抑制査である。66-]1次調査ではi'li耐火駅 -
SA258の柱火を 511t.j検11¥.柱の前径は30cm.柱1111は2.6mで

ある。大引のiI可 3mあたりからj也山が凶へlilJかつて大きく

下降，そのJ二に水質物 ・ 1L器を含むJ1f~和}~1 を雌認した。 こ

れは凶外泌そのものではないが I:，J世までそのl隔を広げて ー
周辺の水を集める i1，~!:冷水路として機能 していたことを示す。 。

. 
，..・"

i卦

66-9次ぷl査は中日0.8m. íh北長49m という狭い純IJ~ の部!
!徐hi〔7::助:白~66- 11次調子正遺構図 ( 1 : 400) 

査であったが.TN聞大町SA2900の柱穴2例と|人l泌 ・外泌のーmsを検11'1した。

2.藤原京跡

左京十一条三坊の調査(雷丘北方遺跡第1・2次調査) 前丘北方遺跡第1次調査は，藤原宵

第66-]次調査として，山市lUI明日香大字需でおこなった。県道新設によって移転する民家住宅

の新築に伴う事前;UI~査である。 調査地は前任の北北ï'li約200m 低い丘陵の商に広がる緩やかな

斜而上の水田である。 îlJiブ'rK，(J100m には飛鳥川が阿北流し，そのil!.i監阪を示す地形カヲil~査地の阿

端部まで及んでいる。 ïl~}j;\J;(の条幼ーでは左京十一条三tJjjlli ，村上l'にあたる。 第 1 次調査の結果，

7 世紀後半から従l:..t ll:\・代にかけての大規航な四Ï(ij JJ:t1 ・nU jJlif~[建物とそのï'li方に廊状に並ぶ 2 条

の市北柱穴ダIJを検11¥.四ifri庇建物は菌防坪の中和"紘にほぼ合致し，この建物を中心に回廊が巡

る ~~IIII i.1{想定された。 建物の椛造 ・ j覚棋や廊をw う形態などから>~て ， i[~"f術ある いはEi の可能

性があり，きわめてiE:~な遺跡であるとの認識から， 県辺敷設予定地とその隣接地を対象として，

遺跡;の範IJij確認を目的として行ったのが第2次訴B'f(藤原山部66-13次)である。その結果，

lfi，;と考えたj立構は]7111]X 2111Jの身舎のw:iJ可に庇が十j・く長大なTti北棟建物で， しかも南北に2械
が並ぶこと.外周にはffi1立柱の桝と泌を巡らせていることなどがれlゆL遺跡の規模は少なくと

も í~i北 2Jtにわたることが官正実となった。

全体のj也形はilli北方へ緩く傾斜しており，古代の逃桃はこの傾斜地に以さ0.5-] mに及ぶ大

規棋な蛙地を行ってから巡られている。検1'1¥した主な迂H，'ltは，:P，土造物から見て，天武朝末期
に造営され. rrf.~Jj;\í;f JUJを経て，奈良時代前半まで持続したと考えられる。そして建物 ・椛に造

り替えがあることから.A' 8の211寺WJに分けることができる。

AWJの迫仰としては姉!立柱建物3材!，抑立柱!)J{2条.j1Y1: 4条がある。

建物S8266]は3111Jx2111fの身舎の凹而に庇が付 し、た京附建物である 。 キニ1:1 11門}l~は身舎の桁行

が12)く. !K~行が11 )て，庇の山が 9 尺。 柱掘形は一辺 2 mに近い方形で，柱はすべて抜き取られ

ていた。北IfEに柱筋を揃えて西 6尺の位i1i:にある 211占|の柱穴は11背段JfJの柱であろう。建物

S82670はS82661の阿16mのところにある市北線建物で，身舎が1711lfx211¥J，その東西に庇が付

く。柱II¥J.J法は身舎が8尺等1I1f.庇の1['.が7)て。建物内部に玉石敷SX2731が施されている。石
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敷は東庇の柱筋から2.5m東まで線認でき，建物内だけでなく周閉まで舗装されていたようだ。

石敷而は建物中心部が向く，附がやや{止u、。壁のない吹抜けの建物であろうか。建物SB2572は

SB2670の北3.9m陥ててね:筋を揃えて建つ尚北棟建物である。東南のI~~ を検 1 1'， したに過ぎないが，

Ss2670と同;規艇と恕定できょう。ilWSD2671は建物Ss2670・2672のすぐ東を並行する南北悦で，

両建物に共通する京間落減。幅 ]m前後， i深さが}0.3mで， }氏而に賞褐色村土をJUiっており，元

は石翁l械であった可能性が強い。泊i:SD2730Aは建物Ss2670の南約2mにある東西石組消で，

SD2671が接続する。sJUJに造り替えがある。

JjJ(: SA2735・2745は建物Ss2670の南約7.5mと西約5.0mにある掘立柱の塀である。両者は鍵の

手に篠続して区阿の同時J I I I ，____. I川田 1'..10 
I I I ISOお71

|科を形成する。柱問は 四 Eー " ，→ 一....'"'" 

共に 8J~等 Ii\J。 東西J)Jf

SA2735の柱掘形は一辺

1.2mほどの方形で，泌

さ約 1m，北川からのl!z

取りの泌が明|僚なのに対

して，南北J))f.SA2745の

柱抑形は一辺1mと若干

小型。柱線がーヶ所残っ

ており，径約30cm，長さ

約50cmで:礎板上に立つ。

洗 SD2740は討すの区間塀

SA2735のすぐ陶にある

幅約 5m， i*さ0.5mほ

どの東西Ii'liで，北j事には

約 1rn Il\fI~母で丸太を打ち

込んだしがらみの設岸が

ある。BJUJに北岸をi1tり

替え帽を広げた。i!Yの区

画塀の外側にあるのが刊

北 i，Yi:SD2750で， 中日約
2.6m， i奈さ0.4mほどで

ある。*岸を維に石でfiiQ

jギする。

s JVJになると，中心、

定制問一

V陽""

豆沼一ー

SX2l:あ

SXZ732 

広畑

ーー翼‘志望担

l!?丘北方j!i湖;第1・2次調査ill悦凶 (1: 500) 
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建物 Ss2661を廃して新たに Ss2662が建ち.

SD2686が造られ.SD2730などが改修される。

建物 Ss2662以rHの-IIliに大粒の礁を敷また，

の Sß2661の柱!~]形を切る 。 柱はすべて抜き ll\(

勺kー骨川n
"、三f，;<;11I1

られていた。Ss2661と中'MI総が一致する。

木]:[. 出土逃-物には土持.

製品などがあり，

占め， 予告良|時代前半の土器が少iA:混じる。

2回の;-O:，I査によって，規脱 ・占j也・造f/11西日間 .11寺JUIなどについてその一端を明らかにすることが

これを凶而庇付きの京刊棟建物の凶方に 2械の長大なl十j~ヒ棟建物が']tぶことから，できた。まず，

正殿と!日b殿の|刻係と促えると.正殿を中心としJ;jdWIにもliilW.般のIH北籾l建物の存在が想定できる。

lEL~中 'lijMJ~を折また ， 建物のïLi:íとTliに!~]立柱桝と ÙV，'がおiみ合った区制施設カマヂ;(fするところから ，

り返して区画のJUiLyJilI.脱が1If~定可能となった。 正殿の'"1:'心は十一条三以j~Yf.HfI'の中心線にほぼ一致

しており. f.~jJJ仏殿のrH去ーの{川町もほぼfl'の南北二分k:Jitに合う 。 北JJ&bE伎がjI刷ヒ上l'へ波ることは確実で，

少なくとも市北二I、ドを山地していたことも明らかである。ただし.JH辺の区間施設から十一条大路

これらは南IU~ではなく中心建物lrr，を区pll jするものであろう 。 迂ìmまでは約55mの阪自It.があるので，

配i世にも己I'phj七1:が斑える。北脇殿の南妥は正殿の北此と柱筋を揃え 正殿の中!Iijh~設からJ!6b殿の中村l

線までの~~~~If.は l∞).ç， liiJじくmの東西塀までが150)く iJyのけl北1}jf.までが130)くなのである。さら

また柱畑)f~もきわめて大型である。 藤原、京いlで今にまた，正殿は四而庇付きで柱間寸法が大きく.

一上l'山j也の邸宅跡である右京'ヒ条-J;.IjjlYI村上l'の正殿(柱IIH桁行9尺， 梁行7までに判明している，

その大きさは|際だっている。また. ，協殿も東阿弥j庇とよt!依すると，}ぐ，#.113彩の大きさ1.1-l.7m)

付きで.f.N脇殿の171111に11巳敵する長大な建物は京|付では知られていなし、。

この遺跡の性格についてはなお不明な点が多い。寺院 ・12族の邸宅 ・1訂舟 ・しかしながら，

1J[などが候補として挙げられようが建物の)1列車 .)Q脱 ，"'，土地物などからrm二者には依Jlliが
iE殿の北に後殿の存在を:tL!ある。 先に ~fr~定した建物配的について， 北!lお殿を l十!と I ， il 脱十日とし，

定してみると .7;(般の典型とされるj，~ね稲 iJ:a山殿遺跡;のそれと級めて知似した形態となり ， 1i-~' 

しかし現段|併では;-O，¥ljlE而Htもごく一部に過ぎず.

その性格解明には今後の縦続的な部l査をl!J:ちたし、。

-15一
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右京七条一坊の調査 第66- 12次謝授はお;f原市í~1j殿 IlJrにおける宅地造成工事の事前調査である。

訴.Jj'f.J也は藤原宮のir.iiITi西門のすぐ京itiにあたり， ritiiiiおこなった周辺の調査 (第]7・19・62・

63次)の成果を合わせると，小規桜な建物が~ I・戸やめ4 をwって点在し， 戸籍に|刻述した木fiiiの

|付谷や悦 (;1去用硯)の11¥土がi七t絞的多いなどの特徴が認められ， ここには何らかの公的な機関

が存在した可能性が強い。

今回の訓査で特記すべきは便所遺構SX7420の発凡である。これは発掘区の東南I!同で検11'，した

b止さ].6 rn， 幅0.5rnの長桁円形の斗而を;liする2転倒りの土坑で，長取11を南北方向にiFtく。深さ

は現状で0.4mをとと3めるのみだが，周辺のねi火笥:のiii:存状況から4ftしが;ると，本来]m iiir後の

i奈さであった。土坑内には東西30CIII，rH:lt85clIIのIIIJ1lMで4*の木杭が打ち込まれていた。土坑

内のJft杭土からは，木や木附，

1.(1.什などの食物残i~，
鋼作曲次調査

千年生虫の卵などカflB土

した。 l'iJ 定された)~:生

虫卵には，回!U.鞭Ml-

迂I存体の411111'，に採用し

た各舶の科学的分析方

法は. 今後liiJ磁のi立桃

が発抜ilされた場合にl収

るべき指針となろう。

また，

生t~. や í~r~ミ状況， 生活

環境などを復原する手

がかりともなる。

なお， 本部l査の成果

のうち悦所逃備に|対し

ては1j'r.犯!の11Ij-子 『藤原

七条一訪問北呼ーJ (後

良国立文化財研究所

1992年 5月) として刊

行前みである。

土時刻11J-¥' ， ハエの蜘などの見出泣子炉1*，

とお:怒容認jj

i挺所足I仰の彼JJ;(二例
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本薬師寺金堂跡の調査 (右京八条三坊) ]992年度から災施する予定の，マj'域やftllid主規桜等を

解明するための本格調査に先だって行った予備制究である。 金堂幼;~十j辺 rll央者1\および束尚III~ に

近い*辺で各一箇所 トレンチを入れた。発i.¥i!ifli舶は小さかったが，訟が{・|併段の地礎石.耐}笹川，

その外方の玉石敷などを検/1¥.造一椛のi註一存状況が21f外に良好であることを雌認.1990年の余1H.:

基刷北辺の調査成来とあわせ，以下の想定が可能となった。

金金t_!:;凶は東西29.5rn. rti北]8.2rnに復原でき，平城薬師寺と|古l規絞。また，東西両塔心を

おりぷ総と念堂心との距出Kは29.7111 UOOk)で，これも平減楽町li寺に等しい。悲13"I.築成にあたっ

て抑込み1lli業を行わないこ とも共通する。ただし附段I)fiの犬走り仰は90cmあり， 平城の40cll1に

比してかなり大きな数航を示す。:兵附の存在を示す遺構は硫認できなかったが，小型の'Inじが

/1\土し，その存在はW~定できょう 。 平安時代初JUJの 'In:]:Lがi'I\土し，その頃まで建物が存続した

ようだ。中央階段正而のj也桜石が紘き取られたのは14世紀後半頃である。 (111本忠)j'，')) 

勝))j( ・ 平減同J;tの薬師寺金也)，~N'lの対比 (※は彼ljil した数111i)

JL1旺1波紋 見t~lH毛 lN;1ヒ長 2.5さ tB 火走似 IH i'再 i ，V，~申iol j也l'il正i

藤I!~O;~ ※29.5"， ※18.2"， 1.5"， 3.2m 90cm 56cm 'IOX 120cl1l 

ユILJ.成J;¥ 29.'1川 18.3m l.if"， 3.2m 85cm 50凹l 36X 120cm 

(sHU 

防段周辺 I?，Vf立申iti 断段u¥ ).ょ必り中i，i i/榊'" 地磁石 lfm内プ〈

藤lJ~n;( ※'1.2m 1.74m 90cm 55cm 38X 10Icm 15X 20cm 

斗主主主);( 4.2m 1.65"， 'IOclII 40cm 36X 100cm 15-20cm 

'OM 

本薬師寺金1i~Jがの;U，'，]1t泣梢凶 ( 1 : 300) 
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